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１．研究計画の概要 

歯科におけるレジン材料は、取り扱いの容
易さ、改良による物性の向上から広く使用さ
れ、なかでも光重合型レジンは、化学重合型
に比べて治療効率の向上に大きく寄与する
ことから近年ますます重用されている。しか
しながら、各種光重合型レジンの重合開始剤
として一般にもちいられている α－ジケント
ン系カンファーキノン（以下 CQ）は固有色
によりレジンモノマーの色調を強く黄変さ
せ、また反応時の変色を伴うため、レジン重
合体の色調は大きく変化し、天然歯との良好
な色調整合性を得て、それを維持することが
困難であり、審美修復の精度の向上に大きな
障害となっている。また CQ の添加はモノマ
ーの色調への影響を避けるためごく少量に
抑制されるため修復部位によってはレジン
に照射される光エネルギーが不足し十分に
重合しないことから、未重合による物性の低
下や大きな吸水を引き起すことから、口腔内
においてレジン修復物の破損や著しい着色
を招く。そこで、本研究では CQ に替わる着
色性が低く、高効率の重合を期待できる光重
合開始剤を導入し、審美修復精度を飛躍的に
高める高機能光重合型修復用レジンを開発
することを目的としている。 
 
２．研究の進捗状況 

現在、歯科用コンポジットレジンに使用さ
れているモノマーは Bis-GMA、UDMA、
TEGDMAを混合したものがほとんどである。
しかし最近になって BMPEPP のような従来
のモノマーに比べて比較的高い屈折率 
(n=1.58) を示すモノマーが出現しており、こ
れと従来のモノマーとコモノマーを作成す

ることで、(1) レジンマトリックスの屈折率
をエナメル質の屈折率に近接させることが
できる。また、(2) コンポジットレジンに混
入させるフィラー（充填材）についても
Aluminum(hydr)oxide などを使用することで
レジン内部での光散乱が小さく、高い透明性
を保持しつつ、エナメル質に近接した屈折率
をもつ修復用コンポジットレジンを実現で
きる。(3) こうした修復用レジンの特性を利
用して周辺歯質との自己審美整合機能を有
する修復用コンポジットレジンを実用化す
る。以上のような主に３つの項目について研
究を進めた。研究代表者らが現在まで行って
きた各種光重合型レジンの組成成分がレジ
ンの各種物性に及ぼす影響評価法等に準拠
し、研究計画の前半の２年間で導入するレジ
ンマトリックスおよびフィラーを選定し、そ
れらを混合したコンポジットレジンの光学
的性質を決定するとともに、色調や質感に及
ぼす影響と経時的な安定性の評価を行った。
後半の２年間でレジンの重合効率や材料の
物理的、機械的性質といった種々の物性から
歯科用レジンとして使用するためのモノマ
ー、フィラーの選定と最適な配合方法を確立
し、その上で歯質エナメル質や象牙質との審
美的な整合性を検討するとともに、自己審美
整合機能の検証を行った。その結果、フォス
フィンオキサイド系光増感剤が CQ に比べて
レジンの色調への影響を最小限にすること
ができること、また、色調安定性は長期間に
わたり比較的安定しており、とくに問題のな
いこと、さらに可視光線波長領域の紫色付近
を吸収して高効率で活性化することから、適
当な光強度で高い重合効率が得られること
を確認した。また、これを光増感剤として用
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いたレジンの物理的、機械的性質についても
CQ に比べて遜色ない性質を持つことを確認
した。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 

当初の研究計画と比較して、研究はおおむ
ね遅延することなく順調に進展しており、研
究項目によっては最終年度を待たず計画し
た実験とそれらの分析もほぼ終了する状況
である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 当初計画した研究についてはおおむね順
調に進展しているが、研究の重要なテーマで
ある修復用コンポジットレジンの審美性に
ついては、光増感剤による着色要因以外に歯
質とレジンモノマーやフィラーの光学的性
質の相違から惹起される色調や質感の相違
といった重要な要因が存在し、これらを包括
的に検討しなければならない。また、これら
の研究の進展により修復用材料の飛躍的な
審美性の改善が見込まれることからさらに
当分野について継続して研究をおこなう必
要があると考えている。 
 
(2) 光重合型レジンについてはレジン材料も
さることながら、重合を開始させるためにも
ちいられる光照射器の研究も重要である。現
在の光重合器は研究代表者らの研究から明
らかにされているように、決して満足できる
ものではなく、また CQ に替わる光増感剤は、
CQ とは異なる吸収波長領域を有するものも
多く、高強度かつ高品位の光を広い波長領域
にわたって放射できるものが望まれており、
こうした観点から高性能光照射器の開発に
ついても研究を進めることにしている。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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